
(57)【要約】

【課題】　処理液が、インク吐出ヘッドの吐出面へ固着

するのを防止する。

【解決手段】　処理液吐出ヘッド３４Ｌとインク吐出ヘ

ッド３４Ｙとの間に設けられた仕切板４４により、イン

ク滴が吐出される空間Ｓ１と処理液が吐出される空間Ｓ

２とを仕切る。これにより、処理液のミストがインク吐

出ヘッド３４Ｙへ到達しない。このため、処理液のミス

トが、インクと凝集反応を生じて、インク吐出ヘッドの

吐出面に固着することもない。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 搬 送 さ れ る 記 録 媒 体 へ イ ン ク を 吐 出 す る イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド と 、
　 前 記 記 録 媒 体 へ 処 理 液 を 吐 出 す る 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド と 、
　 前 記 イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド と 前 記 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド と の 間 に 設 け ら れ 、 前 記 イ ン ク が 吐 出 さ
れ る 空 間 と 前 記 処 理 液 が 吐 出 さ れ る 空 間 と を 仕 切 る 仕 切 部 材 と 、
　 前 記 仕 切 部 材 の 先 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 記 録 媒 体 へ 接 触 す る ロ ー ラ と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 液 滴 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ロ ー ラ を 前 記 記 録 媒 体 へ 押 圧 す る 押 圧 手 段 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 液 滴 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ロ ー ラ を 加 熱 す る 加 熱 手 段 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に
記 載 の 液 滴 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ロ ー ラ の 表 面 に 付 着 し た 付 着 物 を 剥 離 す る 剥 離 手 段 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 滴 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド は 、 前 記 イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド よ り 前 記 記 録 媒 体 の 搬 送 方 向 上 流 側 に
配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 液 滴 吐 出 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 処 理 液 は 、 色 味 を 有 さ な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
液 滴 吐 出 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 搬 送 さ れ る 記 録 媒 体 へ イ ン ク を 吐 出 す る 液 滴 吐 出 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 搬 送 さ れ る 記 録 媒 体 へ イ ン ク を 吐 出 す る 液 滴 吐 出 装 置 と し て は 、 更 に 、 処 理 液 を 吐 出 す
る こ と に よ り 、 イ ン ク が 形 成 す る 画 像 の 画 質 向 上 を 図 る 液 滴 吐 出 装 置 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 処 理 液 と し て は 、 イ ン ク 中 の 成 分 と 不 溶 化 ・ 凝 集 等 の 反 応 を 生 じ て 、 画 像 の 耐 水 性 を 向
上 さ せ た り 、 異 な る イ ン ク 色 間 の に じ み を 抑 え た り す る こ と に よ り 、 画 像 の 画 質 向 上 を 図
る も の が あ る 。 ま た 、 イ ン ク と は 反 応 せ ず 、 画 像 の 光 沢 性 を 改 善 し て 、 画 像 の 画 質 向 上 を
図 る も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 イ ン ク 及 び 処 理 液 を 吐 出 す る 液 滴 吐 出 装 置 に お い て は 、 イ ン ク 及 び 処 理 液 を 吐 出 す る 際
、 主 滴 に 付 随 し て 形 成 さ れ る サ テ ラ イ ト （ 微 小 滴 ） や 記 録 媒 体 上 で の 跳 ね 返 り な ど に よ っ
て 、 イ ン ク 及 び 処 理 液 が ミ ス ト と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 処 理 液 の ミ ス ト が イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド の 吐 出 面 に 付 着 す る と 、 イ ン ク と 凝 集 反 応 を 生
じ 、 ま た は 処 理 液 自 身 が 固 着 し 、 ノ ズ ル を 塞 い で し ま い 、 吐 出 不 良 を 引 き 起 こ す 場 合 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 問 題 を 解 決 す べ く 、 特 許 文 献 １ に は 、 搬 送 さ れ る 記 録 媒 体 と 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド と の
距 離 を 、 搬 送 さ れ る 記 録 媒 体 と イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド と の 距 離 よ り も 大 き く す る 構 成 が 開 示 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 処 理 液 を 吐 出 し た 際 に 発 生 す る ミ ス ト は 、 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド と 記 録 媒
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体 と の 距 離 を 大 き く し た こ と で 形 成 さ れ る 空 間 に 拡 散 し 、 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド に 隣 接 す る イ
ン ク 吐 出 ヘ ッ ド へ 付 着 し に く い 。 ま た 、 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド と 搬 送 さ れ る 記 録 媒 体 と の 距 離
が 大 き い こ と か ら 、 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド へ 付 着 す る 不 溶 化 物 が 混 在 す る 跳 ね 返 り ミ ス ト の 量
を 少 な く す る こ と も で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ４ １ ９ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 記 録 領 域 の 全 幅 に 渡 る 長 さ の イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド 及 び 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド を
搭 載 し て い る 装 置 な ど で は 、 イ ン ク 及 び 処 理 液 の ミ ス ト が 多 量 に 発 生 す る た め 、 特 許 文 献
１ の 構 成 で は 、 処 理 液 の ミ ス ト が イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド の 吐 出 面 に 固 着 す る こ と を 十 分 に 防 止
で き な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 実 を 考 慮 し 、 処 理 液 が 、 イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド の 吐 出 面 へ 固 着 す る の を 防
止 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 液 滴 吐 出 装 置 は 、 搬 送 さ れ る 記 録 媒 体 へ イ ン ク を 吐 出 す る イ ン
ク 吐 出 ヘ ッ ド と 、 前 記 記 録 媒 体 へ 処 理 液 を 吐 出 す る 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド と 、 前 記 イ ン ク 吐 出
ヘ ッ ド と 前 記 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド と の 間 に 設 け ら れ 、 前 記 イ ン ク が 吐 出 さ れ る 空 間 と 前 記 処
理 液 が 吐 出 さ れ る 空 間 と を 仕 切 る 仕 切 部 材 と 、 前 記 仕 切 部 材 の 先 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 記
録 媒 体 へ 接 触 す る ロ ー ラ と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 処 理 液 と は 、 イ ン ク が 形 成 す る 画 像 の 画 質 向 上 を 図 る も の を い い 、 イ ン ク と 反 応
す る も の と 、 イ ン ク と 反 応 し な い も の の 両 方 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 イ ン ク と 反 応 す る 処 理 液 と し て は 、 例 え ば 、 イ ン ク 中 の 成 分 と 不 溶 化 ・ 凝 集 等 の
反 応 を 生 じ て 、 画 像 の 耐 水 性 を 向 上 さ せ た り 、 異 な る イ ン ク 色 間 の に じ み を 抑 え た り す る
こ と に よ り 、 画 像 の 画 質 向 上 を 図 る も の が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 イ ン ク と 反 応 し な い 処 理 液 と し て は 、 例 え ば 、 画 像 の 光 沢 性 を 改 善 し て 、 画 像 の
画 質 向 上 を 図 る も の が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 １ の 構 成 で は 、 イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド と 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド と の 間 に 設 け ら れ た 仕 切 部
材 が 、 イ ン ク が 吐 出 さ れ る 空 間 と 処 理 液 が 吐 出 さ れ る 空 間 と を 仕 切 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の た め 、 処 理 液 が 吐 出 さ れ る こ と に よ り 発 生 す る 処 理 液 の ミ ス ト が 、 イ ン ク 吐 出 ヘ ッ
ド へ 到 達 し な い 。 従 っ て 、 処 理 液 の ミ ス ト が 、 イ ン ク と 凝 集 反 応 等 を 生 じ て 、 イ ン ク 吐 出
ヘ ッ ド の 吐 出 面 に 固 着 物 を 生 成 す る こ と も な い 。 ま た 、 処 理 液 自 身 が イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド の
吐 出 面 に 固 着 す る こ と も な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 仕 切 部 材 の 先 端 部 に は 、 搬 送 さ れ る 記 録 媒 体 へ 接 触 す る ロ ー ラ が 設 け ら れ て お り
、 こ れ が 記 録 媒 体 の 搬 送 と も に 従 動 す る の で 、 記 録 媒 体 の 搬 送 抵 抗 と な ら な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る 液 滴 吐 出 装 置 は 、 請 求 項 １ の 構 成 に お い て 、 前 記 ロ ー ラ を 前 記
記 録 媒 体 へ 押 圧 す る 押 圧 手 段 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 処 理 液 が 水 溶 性 の 場 合 、 そ の 水 分 を 記 録 媒 体 が 吸 湿 す る こ と に よ り 記 録 媒 体 の 浮 き が 発
生 す る こ と が 考 え ら れ る が 、 請 求 項 ２ の 構 成 で は 、 押 圧 手 段 が 、 ロ ー ラ を 記 録 媒 体 へ 押 圧
す る の で 、 記 録 媒 体 の 浮 き を 抑 え 、 記 録 媒 体 が 搬 送 経 路 に 詰 ま る こ と を 防 止 で き る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 係 る 液 滴 吐 出 装 置 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の 構 成 に お い て 、 前 記
ロ ー ラ を 加 熱 す る 加 熱 手 段 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 構 成 で は 、 加 熱 手 段 が 、 記 録 媒 体 へ 接 触 す る ロ ー ラ を 加 熱 す る の で 、 記 録 媒 体 が 含
浸 し た イ ン ク 又 は 処 理 液 の 乾 燥 を 早 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ４ に 係 る 液 滴 吐 出 装 置 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 の 構 成 に お い て
、 前 記 ロ ー ラ の 表 面 に 付 着 し た 付 着 物 を 剥 離 す る 剥 離 手 段 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 構 成 で は 、 剥 離 手 段 が 、 長 期 使 用 に よ っ て ロ ー ラ の 表 面 に 付 着 す る 紙 粉 等 の 付 着 物
を 剥 離 す る の で 、 付 着 物 が 記 録 媒 体 の 搬 送 抵 抗 と な る こ と 、 記 録 媒 体 の 搬 送 偏 り 等 を 防 止
で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ５ に 係 る 液 滴 吐 出 装 置 は 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 の 構 成 に お い て
、 前 記 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド が 、 前 記 イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド よ り 前 記 記 録 媒 体 の 搬 送 方 向 上 流 側 に
配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ６ に か か る 液 滴 吐 出 装 置 は 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 の 構 成 に お い
て 、 前 記 処 理 液 が 、 色 味 を 有 さ な い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 処 理 液 塗 布 後 の 記 録 媒 体 に 、 ロ ー ラ が 接 触 し 押 圧 し て も 、 記 録 媒 体 が 汚 れ
な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 構 成 と し た の で 、 処 理 液 が 、 イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド の 吐 出 面 へ 固 着 す る の を
防 止 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 液 滴 吐 出 装 置 に 係 る 実 施 形 態 の 一 例 を 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま ず 、 液 滴 吐 出 装 置 と し て の イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ の 全 体 構 成 を 、 図 １ に 基 づ き 概 説
す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ １ ０ は 、 装 置 筐 体 １ ３ を 備 え 、 装 置 筐 体 １
３ の 下 部 に は 、 用 紙 （ 記 録 媒 体 ） Ｐ が 収 容 さ れ る 給 紙 カ セ ッ ト １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ
の 給 紙 カ セ ッ ト １ ２ の 先 端 側 （ 図 １ に お い て 左 端 側 ） の 上 部 に は 、 用 紙 Ｐ 上 面 の 先 端 側 に
圧 接 し て 給 紙 カ セ ッ ト １ ２ 内 か ら 用 紙 Ｐ を 取 り 出 す ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル １ ４ が 配 置 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 給 紙 カ セ ッ ト １ ２ の 先 端 部 か ら 延 出 し 、 装 置 の 中 央 部 に あ る 搬 送 ベ ル ト ３ ２ へ 達
す る 第 １ 搬 送 路 １ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 第 １ 搬 送 路 １ ８ に 沿 っ て 、 用 紙 Ｐ を 搬 送 ベ ル
ト ３ ２ へ 挟 持 搬 送 す る 複 数 の 第 １ 搬 送 ロ ー ル 対 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 搬 送 ベ ル ト ３ ２ は 、 用 紙 搬 送 方 向 上 流 側 に 配 置 さ れ た 従 動 ロ ー ラ ２ ８ と 、 下 流 側 に 配 置
さ れ た 駆 動 ロ ー ラ ３ ０ に 巻 回 さ れ 、 駆 動 ロ ー ラ ３ ０ が 回 転 す る こ と に よ り 、 図 １ の 矢 印 Ａ
方 向 （ 時 計 方 向 ） に 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 搬 送 ベ ル ト ３ ２ は 、 用 紙 Ｐ を 静 電 吸 着 し て 搬 送 す る 搬 送 手 段 で あ り 、 従 動 ロ ー ラ
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２ ８ の 上 方 に 配 置 さ れ た ニ ッ プ ロ ー ラ ３ ８ が 、 用 紙 Ｐ を 搬 送 ベ ル ト ３ ２ へ 押 し 当 て 用 紙 Ｐ
を 搬 送 ベ ル ト ３ ２ へ 密 着 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 搬 送 ベ ル ト ３ ２ の 上 方 に は 、 搬 送 ベ ル ト ３ ２ に 搬 送 さ れ る 用 紙 Ｐ へ 液 滴 を 吐 出 し て 画 像
を 記 録 す る 液 滴 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 液 滴 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ は 、 イ エ ロ ー （ Ｙ ） 、 マ ゼ ン タ （ Ｍ ） 、 サ イ ア ン （ Ｃ ） 、 及 び
ブ ラ ッ ク （ Ｋ ） の ４ 色 の イ ン ク 滴 を そ れ ぞ れ 吐 出 す る ４ つ の イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｙ 、 ３
４ Ｍ 、 ３ ４ Ｃ 、 ３ ４ Ｋ を 、 用 紙 搬 送 方 向 下 流 側 に 備 え 、 フ ル カ ラ ー の 画 像 を 記 録 可 能 に な
っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｙ 、 ３ ４ Ｍ 、 ３ ４ Ｃ 、 ３ ４ Ｋ の 用 紙 搬 送 方 向 上 流 側 に は 、 例 え ば
イ ン ク と 凝 集 反 応 等 を 生 じ て イ ン ク 定 着 を 促 進 さ せ る と 共 に 画 像 濃 度 向 上 や 耐 水 性 向 上 を
図 る た め の 色 味 の な い 処 理 液 を 吐 出 す る 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｌ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の
処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｌ の 配 置 は 、 イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｙ 、 Ｍ 、 Ｃ 、 Ｋ に 対 し 、 上 流 も
し く は 下 流 、 さ ら に は そ の 間 に あ っ て も 、 十 分 に 画 質 改 善 効 果 を 有 す る が 、 イ ン ク が 用 紙
Ｐ に 浸 透 さ れ る 前 に 用 紙 Ｐ 中 に 塗 布 さ れ る こ と が 望 ま し い の で 、 図 中 の ご と く 、 最 上 流 に
位 置 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 液 滴 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ は 、 搬 送 ベ ル ト ３ ２ の 平 坦 部 分 ３ ２ Ｆ に 対 向 し 、 こ の 対 向 し た
領 域 が 、 液 滴 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ か ら イ ン ク 滴 及 び 処 理 液 が 吐 出 さ れ る 吐 出 領 域 と な っ て い る
。 第 １ 搬 送 路 １ ８ を 搬 送 さ れ た 用 紙 Ｐ は 、 搬 送 ベ ル ト ３ ２ で 保 持 さ れ て 、 こ の 吐 出 領 域 に
至 り 、 液 滴 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ に 対 向 し た 状 態 で 、 液 滴 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ か ら 画 像 情 報 に 応 じ た
イ ン ク 滴 及 び 処 理 液 が 付 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 液 滴 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ の 上 方 に は 、 各 イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｙ 、 ３ ４ Ｍ 、 ３ ４ Ｃ 、 ３ ４ Ｋ
に イ ン ク を 供 給 す る イ ン ク タ ン ク ４ ０ Ｙ 、 ４ ０ Ｍ 、 ４ ０ Ｃ 、 ４ ０ Ｋ 、 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド ３
４ Ｌ に 処 理 液 を 供 給 す る 処 理 液 タ ン ク ４ ０ Ｌ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 搬 送 ベ ル ト ３ ２ か ら 上 方 に 延 出 し 、 画 像 が 記 録 さ れ た 用 紙 Ｐ を 収 容 す る 排 紙 ト レ イ ２ ２
へ 達 す る 第 ２ 搬 送 路 ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 第 ２ 搬 送 路 ２ ４ に 沿 っ て 、 用 紙 Ｐ を 排 紙
ト レ イ ２ ２ へ 挟 持 搬 送 す る 複 数 の 第 ２ 搬 送 ロ ー ル 対 ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 両 面 印
字 す る た め の 反 転 搬 送 路 ３ ６ が 第 ２ 搬 送 路 ２ ４ か ら 第 １ 搬 送 路 １ ８ へ 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 、 ピ ッ ク ア ッ プ ロ ー ル １ ４ に よ っ て 、 給 紙 カ セ ッ ト １ ２ か ら 取 り 出 さ
れ た 用 紙 Ｐ は 、 複 数 の 搬 送 ロ ー ル 対 ２ ０ に よ っ て 第 １ 搬 送 路 １ ８ を 搬 送 さ れ 、 搬 送 ベ ル ト
３ ２ へ 送 り 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 搬 送 ベ ル ト ３ ２ へ 送 り 込 ま れ た 用 紙 Ｐ は 、 平 坦 部 分 ３ ２ Ｆ に て 、 液 滴 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ か
ら 処 理 液 及 び イ ン ク 滴 が 吐 出 さ れ て 、 画 像 記 録 が 行 わ れ 、 複 数 の 搬 送 ロ ー ル 対 ２ ６ に よ っ
て 、 第 ２ 搬 送 路 ２ ４ を 搬 送 さ れ 、 排 紙 ト レ イ ２ ２ へ 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 両 面 記 録 を 行 う 場 合 は 、 片 面 記 録 が さ れ た 用 紙 を 、 第 ２ 搬 送 路 ２ ４ か ら 反 転 搬 送
路 ３ ６ を 介 し て 、 第 １ 搬 送 路 １ ８ に 搬 送 し 、 再 び 搬 送 ベ ル ト ３ ２ へ 送 り 込 み 、 画 像 記 録 が
行 わ れ る 。 以 上 の よ う に 、 一 連 の 画 像 記 録 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 液 滴 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｌ 及 び 各 イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｙ 、 ３ ４ Ｍ 、
３ ４ Ｃ 、 ３ ４ Ｋ は 、 有 効 な 記 録 領 域 が 用 紙 Ｐ の 紙 幅 （ 搬 送 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 長 さ ） に
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長 尺 状 と さ れ 、 そ の 両 端 部 が ホ ル ダ の 側 板 ４ ２ に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｌ 及 び 各 イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｙ 、 ３ ４ Ｍ 、 ３ ４ Ｃ 、 ３ ４
Ｋ は 、 長 尺 状 の 長 尺 基 板 ６ ０ と 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 分 割 さ れ た 複 数 の 単 位 ヘ ッ ド ６ ２ と で
構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 長 尺 基 板 ６ ０ に は 、 開 口 部 ６ ４ が 設 け ら れ 、 こ の 開 口 部 ６ ４ を 通
さ れ た チ ュ ー ブ に よ り 、 そ れ ぞ れ 処 理 液 タ ン ク ４ ０ Ｌ 、 イ ン ク タ ン ク ４ ０ Ｙ 、 ４ ０ Ｍ 、 ４
０ Ｃ 、 ４ ０ Ｋ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｌ と イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｙ と の 間 に は 、 イ ン ク 滴 が 吐 出 さ れ る
空 間 Ｓ １ と 処 理 液 が 吐 出 さ れ る 空 間 Ｓ ２ と を 仕 切 る 仕 切 板 （ 仕 切 部 材 ） ４ ４ が 設 け ら れ て
い る （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 仕 切 板 ４ ４ は 、 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｌ 及 び 各 イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｙ 、 ３ ４ Ｍ 、
３ ４ Ｃ 、 ３ ４ Ｋ と 同 様 に 、 用 紙 Ｐ の 紙 幅 に 長 尺 状 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 仕 切 板 ４ ４ は 、 側 板 ４ ２ に 固 定 さ れ た Ｌ 字 状 の 支 持 部 材 ５ ０ と 、 支 持 部 材 ５ ０ に
取 り 付 け ら れ た ピ ン ４ ６ と で 、 上 下 方 向 へ 摺 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 す な わ ち 、 ピ ン ４ ６ の 軸 部 分 が 支 持 部 材 ５ ０ の 孔 ５ ０ Ａ に 通 さ れ 、 そ の 軸 部 分 の 先 端 部
が 仕 切 板 ４ ４ の 両 端 部 に 固 定 さ れ 、 こ の ピ ン ４ ６ が 孔 ５ ０ Ａ 内 を 摺 動 す る こ と に よ り 、 仕
切 板 ４ ４ が ピ ン ４ ６ と 一 体 に 上 下 動 す る 。 ピ ン ４ ６ が 下 方 に 一 定 量 下 が る と 、 ピ ン ４ ６ の
頭 部 分 が 孔 ５ ０ Ａ の 縁 に 当 接 し 、 下 方 移 動 が 止 ま る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 仕 切 板 ４ ４ は 、 側 板 ４ ２ に 支 持 さ れ て い る が 、 こ れ に 限 ら れ ず
、 例 え ば 、 装 置 筐 体 １ ３ に 支 持 さ せ る 構 成 で も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 ピ ン ４ ６ の 軸 部 分 に は 、 仕 切 板 ４ ４ を 下 方 （ 用 紙 Ｐ 側 ） へ 押 圧 す る ば ね （ 押 圧 手
段 ） ４ ８ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 仕 切 板 ４ ４ の 先 端 部 に は 、 用 紙 Ｐ へ 接 触 し 、 用 紙 Ｐ の 搬 送 方 向 と 直
交 す る 方 向 （ 長 手 方 向 ） が 軸 方 向 と さ れ た ロ ー ラ ５ ２ が 軸 支 さ れ て い る 。 こ の ロ ー ラ ５ ２
も 、 仕 切 板 ４ ４ と 同 様 に 、 用 紙 Ｐ の 紙 幅 に 長 尺 状 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の ロ ー ラ ５ ２ は 、 処 理 液 が 吐 出 さ れ た 用 紙 Ｐ に 接 触 す る こ と に な る の で 、 長 期 使 用 に
よ っ て ロ ー ラ ５ ２ の 表 面 に 、 処 理 液 が 付 着 し 、 ロ ー ラ ５ ２ の 表 面 に 処 理 液 や 紙 粉 等 が 固 着
す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 ロ ー ラ ５ ２ の 表 面 に 付 着 し た 処 理 液 を 剥 離 す る ブ レ ー ド （ 剥
離 手 段 ） ５ ４ が 、 仕 切 板 ４ ４ の 側 面 に 設 け ら れ て い る 。 こ の ブ レ ー ド ５ ４ は 、 先 端 部 を ロ
ー ラ ５ ２ の 表 面 に 当 接 さ せ 、 ロ ー ラ 表 面 の 処 理 液 を 掻 き 取 る 。 な お 、 ブ レ ー ド ５ ４ で 掻 き
取 っ た 処 理 液 を 受 け る 受 け 部 （ 図 示 省 略 ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 仕 切 板 ４ ４ の 例 え ば 、 側 面 に は 、 ロ ー ラ ５ ２ を 加 熱 す る ヒ ー タ （ 加 熱 手 段 ） ５ ６
が 設 け ら れ て い る 。 こ の ヒ ー タ ５ ６ は 、 ロ ー ラ ５ ２ の 軸 心 へ 熱 を 伝 導 さ せ て 、 ロ ー ラ ５ ２
の 表 面 を 加 熱 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 上 記 の 実 施 形 態 に つ い て 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 搬 送 ベ ル ト ３ ２ で 搬 送 さ れ る 用 紙 Ｐ へ は 、 用 紙 Ｐ の 搬 送 方 向 上 流 側
に あ る 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｌ か ら 処 理 液 が 吐 出 さ れ る 。 次 に 、 用 紙 Ｐ の 搬 送 方 向 下 流 側
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に あ る イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｙ か ら イ ン ク が 吐 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 処 理 液 の 吐 出 に よ っ て 発 生 す る 処 理 液 の ミ ス ト は 、 用 紙 Ｐ が 搬 送 さ れ る こ と に よ り 発 生
す る 気 流 に よ り 、 搬 送 方 向 下 流 側 へ 流 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 し か し 、 本 実 施 形 態 で は 、 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｌ と イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｙ と の 間 に
設 け ら れ た 仕 切 板 ４ ４ に よ り 、 イ ン ク 滴 が 吐 出 さ れ る 空 間 Ｓ １ と 処 理 液 が 吐 出 さ れ る 空 間
Ｓ ２ と が 仕 切 ら れ て い る の で 、 処 理 液 の ミ ス ト が イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４ Ｙ へ 到 達 し な い 。
こ の た め 、 処 理 液 の ミ ス ト が 、 イ ン ク と 凝 集 反 応 を 生 じ て 、 イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド の 吐 出 面 に
固 着 す る こ と も な い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 仕 切 板 ４ ４ の 先 端 部 に は 、 搬 送 さ れ る 用 紙 Ｐ へ 接 触 す る ロ ー ラ
５ ２ が 設 け ら れ て い る の で 、 用 紙 Ｐ の 搬 送 抵 抗 と な ら ず 、 イ ン ク 滴 が 吐 出 さ れ る 空 間 Ｓ １
と 処 理 液 が 吐 出 さ れ る 空 間 Ｓ ２ を 確 実 に 仕 切 れ 、 処 理 液 の ミ ス ト を イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド ３ ４
Ｙ へ 到 達 さ せ な い 。 ま た 、 処 理 液 は 、 他 の イ ン ク に 比 べ て ほ と ん ど 色 味 を 有 さ な い の で 、
該 ロ ー ラ ５ ２ が 接 触 し て も 、 用 紙 Ｐ を 汚 す こ と も な い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ば ね ４ ８ が 、 ロ ー ラ ５ ２ を 用 紙 Ｐ へ 押 圧 す る の で 、 吸 湿 し た 用
紙 Ｐ の 浮 き や 反 り 返 り を 抑 え 、 用 紙 Ｐ の 紙 詰 ま り を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ヒ ー タ ５ ６ が 、 用 紙 Ｐ へ 接 触 す る ロ ー ラ ５ ２ を 加 熱 す る の で 、
用 紙 Ｐ が 含 浸 し た 処 理 液 の 乾 燥 を 早 め る こ と が で き 、 用 紙 Ｐ の 膨 張 を 抑 え る の で 、 用 紙 Ｐ
の 膨 張 に よ り 発 生 し や す く な る 用 紙 Ｐ の 紙 詰 ま り を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ブ レ ー ド ５ ４ が 、 ロ ー ラ ５ ２ の 表 面 に 付 着 す る 処 理 液 を 剥 離 す
る の で 、 処 理 液 が 固 着 し て 用 紙 Ｐ の 搬 送 抵 抗 と な る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に 係 る イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ １ ０ は 、 有 効 な 記 録 領 域 が 記 録 用 紙 の
幅 （ 搬 送 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 長 さ ） 以 上 と さ れ た 長 尺 状 と さ れ 、 イ エ ロ ー （ Ｙ ） 、 マ ゼ
ン タ （ Ｍ ） 、 サ イ ア ン （ Ｓ ） 、 及 び ブ ラ ッ ク （ Ｋ ） の ４ 色 そ れ ぞ れ に 対 応 し た ４ つ の イ ン
ク ジ ェ ッ ト 記 録 ヘ ッ ド に よ っ て 、 フ ル カ ラ ー の 画 像 を 記 録 す る 、 所 謂 、 Ｆ ｕ ｌ ｌ 　 Ｗ ｉ ｄ
ｔ ｈ 　 Ａ ｒ ｒ ａ ｙ （ Ｆ Ｗ Ａ ） タ イ プ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 し か し 、 本 発 明 の 液 滴 吐 出 装 置 と し て は 、 Ｆ ｕ ｌ ｌ 　 Ｗ ｉ ｄ ｔ ｈ 　 Ａ ｒ ｒ ａ ｙ （ Ｆ Ｗ Ａ
） タ イ プ に 限 ら れ ず 、 例 え ば 、 イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド が 主 走 査 方 向 に 移 動 し な が ら 、 ノ ズ ル か
ら 選 択 的 に イ ン ク 滴 を 吐 出 す る こ と に よ り 、 所 定 の バ ン ド 領 域 に 対 し て 画 像 デ ー タ に 基 づ
く 画 像 の 一 部 が 記 録 さ れ 、 そ し て 、 主 走 査 方 向 へ の １ 回 の 移 動 が 終 了 す る と 、 用 紙 は 、 副
走 査 方 向 に 所 定 ピ ッ チ 搬 送 さ れ 、 再 び イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド が 主 走 査 方 向 に 移 動 し な が ら 、 次
の バ ン ド 領 域 に 対 し て 画 像 デ ー タ に 基 づ く 画 像 の 一 部 が 記 録 さ れ る 、 所 謂 、 Ｐ ａ ｒ ｔ ｉ ａ
ｌ 　 Ｗ ｉ ｄ ｔ ｈ 　 Ａ ｒ ｒ ａ ｙ （ Ｐ Ｗ Ａ ） タ イ プ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ロ ー ラ ５ ２ を 用 紙 Ｐ へ 押 圧 す る 押 圧 手 段 と し て 、 ば ね ４ ８ を 用
い た が 、 本 発 明 の 押 圧 手 段 と し て は 、 こ れ に 限 ら れ ず 、 例 え ば 、 ゴ ム 等 の 弾 性 部 材 で あ っ
て も よ く 、 ロ ー ラ ５ ２ を 用 紙 Ｐ へ 押 圧 す る 部 材 で あ れ ば 構 わ な い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ロ ー ラ ５ ２ を 加 熱 す る 加 熱 手 段 と し て 、 仕 切 板 ４ ４ の 側 面 に 配
置 さ れ た ヒ ー タ ５ ６ で ロ ー ラ ５ ２ の 軸 心 へ 熱 を 伝 導 さ せ る 構 成 を 用 い た が 、 本 発 明 の 加 熱
手 段 と し て は 、 こ れ に 限 ら れ ず 、 例 え ば 、 ロ ー ラ ５ ２ の 内 部 に 内 蔵 さ れ た ヒ ー タ を 用 い て
も よ く 、 ロ ー ラ ５ ２ を 加 熱 す る 部 材 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 ロ ー ラ ５ ２ の 表 面 に 付 着 し た 付 着 物 を 剥 離 す る 剥 離 手 段 と し て
、 付 着 物 を 掻 き 取 る ブ レ ー ド ５ ４ を 用 い た が 、 本 発 明 の 剥 離 手 段 と し て は 、 こ れ に 限 ら れ
ず 、 例 え ば 、 付 着 物 を 吸 着 し て 剥 離 さ せ る 構 成 で も よ く 、 ロ ー ラ ５ ２ の 表 面 に 付 着 し た 付
着 物 を 剥 離 す る 部 材 で あ れ ば よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ の 全 体 構 成 を 示 す 概 略
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 滴 吐 出 ヘ ッ ド を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 仕 切 板 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 仕 切 板 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
１ ０ 　 イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ （ 液 滴 吐 出 装 置 ）
３ ４ Ｙ 　 イ ン ク 吐 出 ヘ ッ ド
３ ４ Ｌ 　 処 理 液 吐 出 ヘ ッ ド
４ ４ 　 仕 切 板 （ 仕 切 部 材 ）
４ ８ 　 ば ね （ 押 圧 手 段 ）
５ ２ 　 ロ ー ラ
５ ４ 　 ブ レ ー ド （ 剥 離 手 段 ）
５ ６ 　 ヒ ー タ （ 加 熱 手 段 ）
　 Ｐ 　 用 紙 （ 記 録 媒 体 ）
Ｓ １ 　 空 間
Ｓ ２ 　 空 間
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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